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す
べ
て
の
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
と

ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
今
す
ぐ

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
加
入
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。滋

賀
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

０
７
７
（
５
２
２
）
６
５
２
０

　　

誰
も
が
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
、
生
き

生
き
と
輝
い
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
、「
高
島
市
人
権
尊
重
を
め

ざ
す
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
21
日
（
日
）

　
　
　

13
時
〜
16
時（
受
付
12
時
30
分
〜
）

　

▼
場　

所　

高
島
市
民
会
館

　

▼
内　

容

　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
ｉ
ｗ
ａ
ｋ
ｏ 

Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

ｏ
ｆ 

Ｃ
ｈ
ｏ
ｉ
ｒ
）

　

○
人
権
標
語
優
秀
作
品
表
彰

　

○
講
演
「
い
の
ち
の
感
受
性
」

　
　
　

講
師　

落
合
恵
子
さ
ん

（
作
家
／
東
京
家
政
大
学
特
任
教
授
）

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
方
な
ど
「
声
の
小
さ
い
側
」
を
軸
に
活

動
し
て
こ
ら
れ
た
落
合
恵
子
さ
ん
に
、
貧

困
と
格
差
が
広
が
り
混
迷
す
る
今
、
改
め

て
「
生
き
る
」
こ
と
に
光
を
当
て
た
お
話

を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

　

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

自
然
と
と
も
に
生
き
る
暮
ら
し
や
、

生な
り
わ
い業

の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
、「
高
島
市

針
江
・
霜
降
」
の
水
辺
景
観
が
、
こ
の
た

び
文
化
庁
か
ら
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に

照
ら
し
て
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、「
重
要
文
化
的
景
観
」
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
、
こ
の
選
定
を
記
念
し
て
、
教
育

委
員
会
と
地
元
針
江
区
、
霜
降
区
と
の
共

催
に
よ
り
、
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
の

魅
力
と
そ
の
価
値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
選
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
調
査
報
告
を
兼
ね

た
選
定
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
27
日
（
土
） 

13
時
〜

　

▼
場　

所

　
　

針
江
公
民
館

　

▼
内　

容

　

○
記
念
講
演

「
高
島
市
針
江
・
霜
降
の
水
辺
景
観
」

に
つ
い
て

文
化
的
景
観
保
存
活
用
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

金
田
章
裕
先
生

　
（
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人　

　

人
間
文
化
研
究
機
構　

機
構
長
）

　

○
調
査
報
告
お
よ
び
講
演

「
針
江
・
霜
降
地
区
に
お
け
る
文
化

的
景
観
の
全
体
構
造
」

ー
里
湖
・
里
川
の
視
点
ー
に
つ
い
て

文
化
的
景
観
保
存
活
用
委
員
会　

　
　
　
　

委
員　

佐
野
静
代
先
生

　
　
　
　
（
同
志
社
大
学　

准
教
授
）

※
講
演
等
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
申
込
方
法

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

・

文
化
財
課　

　

（
３
２
）
４
４
６
７

　

（
３
２
）
３
５
６
８

　

bunkazai@
city.takashim

a.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

shiga.jp

　

安
曇
川
扇
骨
の
里
と
桜
街
道
復
活
協
議

会
で
は
、
昨
年
再
生
整
備
し
た
河
川
敷
内

の
竹
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
豊
か
な
ふ
る

さ
と
の
川
辺
環
境
の
保
全
と
地
域
の
元
気

回
復
を
目
指
し
て
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
豊
か
な
自
然
と
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
る
時
間
の
中
で
、
地
域
の
伝

統
文
化
や
資
源
の
有
効
利
用
を
学
び
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
が
、新
た
な
気
づ
き
を
得
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
持
続
可
能
な
地
域
振
興
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
６
日
（
土
）　

10
時
〜
14
時

　

▼
場　

所　

安
曇
川
町
川
島
（
安
曇
川
河
川
敷
）

　

▼
内　

容

・
地
域
の
伝
統
文
化
体
験
（
扇
子
の
絵

付
け
、
伝
統
漁
法
の
紹
介
な
ど
）

・
竹
の
炭
焼
き
体
験

・
竹
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
、
竹
細
工
体

験
・
各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

　

▼
定　

員　

　
　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

　

▼
費　

用

　
　

無
料

障
害
者
手
帳
の
１
級
程
度
ま
た
は
療

育
手
帳
Ａ
１
を
お
持
ち
の
重
複
し
た

障
害
が
あ
る
方
。）

　

▼
手
当
額

　
　

２
６
，
４
４
０
円
（
月
額
）

※
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
た
り
、
３

か
月
以
上
入
院
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
福
祉
課

　

（
２
５
）
８
５
１
６

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
方
で
、
希
望

さ
れ
る
方
に
対
し
て
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

　　

▼
対
象
者

　

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
る

父
ま
た
は
母
（
死
亡
し
て
い
る
方
を

含
む
）
の
二
世
で
あ
り
、
父
ま
た
は

母
の
被
爆
以
後
に
出
生
し
た
方
で
あ

っ
て
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て

い
な
い
方
。

　

▼
実
施
期
間
（
予
定
）

　
　

平
成
23
年
１
月
５
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
（
木
）

　
　

※
原
則
平
日

　

▼
申
込
期
間

　
　

11
月
１
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

　

▼
申
込
方
法

高
島
保
健
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

▼
費
用

健
康
診
断
に
必
要
な
費
用
は
無
料
。

た
だ
し
、
精
密
検
査
費
用
お
よ
び
交

通
費
は
除
き
ま
す
。

　

▼
そ
の
他

　

検
査
項
目
や
健
診
を
受
診
で
き
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
高
島
保
健

所
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
本

健
康
診
断
を
受
診
し
て
も
被
爆
者
手

帳
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・

高
島
保
健
所

　

（
２
２
）
２
５
２
５

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
27
日
（
土
）

 
 
 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

▼
対
象
者

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族

　

▼
内　

容　

体
験
談
交
流
会
と
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
等

に
関
す
る
相
談
会

　

▼
参
加
費

　
　

無
料

＊
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
が
ん
等
で
人

工
ぼ
う
こ
う
、
人
工
肛
門
を
保
有
し

た
方

　
　
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
滋
賀
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口  

良
雄
さ
ん

　

０
７
７
（
５
６
２
）
１
７
７
３

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

▼
対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
6
月

16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命

の
方

　

▼
請
求
受
付
期
間

平
成
22
年
10
月
25
日
〜

　
　
　

平
成
24
年
3
月
31
日

※
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
か
ら
請

求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。ま
だ
、

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

　

基
金　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　

０
５
７
０
ー
０
５
９
ー
２
０
４

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
IP
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は

　
　

０
３
ー
５
８
６
０
ー
２
７
４
８
へ

　
　

受
付
時
間　

平
日
9
時
〜
18
時

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事
変

地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受

給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
苦
労

に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▼
請
求
期
限

　
　

平
成
23
年
３
月
31
日

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

　
　
　
　
　

管
理
室
業
務
担
当

　
　

〒
１
０
０
ー
８
９
２
６

　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
ー
１
ー
２

　

０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

　

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
で
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）

は
、
職
場
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
働
い
て

い
た
だ
く
た
め
、
政
府
が
管
理
・
運
営
し

て
い
る
保
険
制
度
で
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主

は
、業
種
や
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
地
域
懇
談
会

戦
後
強
制
抑
留
者

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
開
始

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

看
護
婦
等
へ
の
書
状
贈
呈

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す

高
島
市
人
権
尊
重
を
め
ざ
す

　

市
民
の
つ
ど
い

重
要
文
化
的
景
観
「
高
島
市
針
江
・

霜
降
の
水
辺
景
観
」
選
定
記
念

ー
調
査
報
告
・
講
演
会
―
の
開
催
に
つ
い
て

安
曇
川
扇
骨
の
里

   

元
気
回
復
イ
ベ
ン
ト

　

守
り
育
て
る
ふ
る
さ
と
の
風
情

原
爆
被
爆
者
二
世
の

　

健
康
診
断


